
眼科スタッフ

　当院は「がん診療連携拠点病院」として「がん相談支援センター」を設置し、相談員（看護師、医療ソーシャルワー
カー）が、がんの治療や療養生活全般に関する不安や悩みについて対面や電話でご相談に対応しております。
　当院に通院・入院中の患者さんやご家族の方はもちろん、他院に通院されている方など、どなたでも「がん相談
支援センター」をご利用いただけますので、お困りの方がおりましたらお気軽にご連絡ください。

　がんの病気には様々な不安や心配がつきまといます。そんな患
者さんやご家族のお話しにじっくり耳を傾け、一人一人に合った
解決方法を共に考え探します。

◆ご相談は無料です。
◆予約制ではありませんが、時間帯によってはお待ちいただくこ
とがありますので、可能な方は事前にご連絡ください。

「やさしさサロン　かたろーね」について
　当院では、がん患者さんとご家族の方へのサポートを目的としたがん
サロン「やさしさサロン　かたろーね」を開催しております。
　患者さん、ご家族の方が集まり、悩みや不安などの気持ちを語り合う
場です。病気や治療、生活についてのミニ講座やリラックスを目的とし
たイベントなども開催しています。
　次回は、2023年11月16日・2024年1月18日を予定しております。
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市立札幌病院ホームページもご利用ください

市立札幌病院 地域連携センター 広報誌

眼科のご紹介CLOSE UP

すべての患者さんに対して　その人格・信条を尊重し
つねに“やさしさ”をもって診療に専心する

❶ 市民の命を守るため、他の医療機関からの受け入れ要請を断らない医療を実現します。
❷ 地域の医療機関と緊密な連携体制を構築します。
❸ 医療を担う人材を育成するとともに、先進医療に貢献します。
❹ 医療の質を常に向上させます。
❺ 患者サービスを充実させ、より快適な療養環境を実現します。
❻ 業務の効率化を徹底し、健全な財政基盤を確保します。

● 基 本 理 念 ● 役割を実現するための６つの基本目標

市立
札幌病院 ● 役 割

がん相談支援センターをご利用ください 44号
連携の風

❶ 高度急性期病院として地域の医療機関を支える。
❷ 地域医療支援病院として地域の医療機関を支える。
❸ 北海道・札幌市の将来の医療を担う人材を育成する。
❹ 良質で安心できる医療・サービスを安定的に提供する。

編集後記  ～自主性を育むということ～

令和5年10月発行

● 「すずらんネット」を利用した薬薬連携の取り組み
　 　─第60回全国自治体病院学会発表 優秀演題受賞─

● 連携医療機関のご紹介 『市立病院前老年内科メモリークリニック』
● がん相談支援センターをご利用ください

TOPICS

● 眼科のご紹介
● 市立札幌病院『すずらんネット』のご紹介

CLOSE UP

INFORMATION

T E L ： 011-726-8101（直通）
受付時間 ： 月曜日～金曜日（土日祝日・年末年始を除く）
  9時00分～12時00分、13時00分～17時00分

市立札幌病院　がん相談支援センター

我が家には小3の長女がおりますが、この4月から長女の小学校では「宿題」がなくなり、その代わりに「自主学習」なるものが始
まりました。小学校からは「子どもがより主体的に学ぶ姿勢を育むためのもの」との説明でしたが、あくまで子どもたちが「自主的」
に自分で学びたいことを考えて自分のペースで学習する、ということのようでした。日本で生まれ育った昭和生まれの私にとって
は、“子どもにとってなんてハードルの高いことをいきなりするのか”と思ったのですが、意外にも長女は「好きなこと勉強していい
んでしょ？先生に言われたこと嫌々するよりよくない？」とクールに一言。なので、あえて手伝わずにどうするのか様子見していた
のですが、世界中の国旗をカラフルに書きこんだり、まだ習っていない地図記号を自分で調べて書いたり、テストで間違えた問題を
改めて自主学習として書いたり、と毎日自由に楽しそうに学習しています。私こそ「自主性」を育んで物事をいろんな角度から柔軟
に考えられるようにしたいと、小3の長女から学んでいます。（山本記）
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眼科のご紹介

当科は白内障、緑内障、網膜硝子体疾患、その他眼科全般の疾患を対象に診療を行っております。2020年以降のコ

ロナ禍で入院、手術を制限しなければならない状況が続き、近隣の医療機関の皆さまには多大なご迷惑をおかけし

たことをお詫びいたします。2022年は制限が緩和され、白内障手術1,270件、網膜硝子体手術600件、緑内障手術60

件など手術件数は回復してきました。特に硝子体注射は3,257件と過去最多になりました。これもひとえに当科の診

療にご理解くださり、多くの症例をご紹介いただいた皆さまのご協力の賜物であり、深く感謝申し上げます。

硝子体手術は網膜剥離、糖尿病網膜症、網膜上膜、黄斑円孔などを中心に、未熟児網膜症から加齢黄斑変性に至る

まであらゆる網膜硝子体疾患を対象に行っております（図1）。近年は難治性黄斑円孔に対する自家網膜移植術や糖

尿病黄斑浮腫に対する黄斑部嚢胞切開術を含め、最新の手技を用いた治療も行っています（図2）。手術成績の向上に

は多くの技術の習得を要しますが、手先のテクニックの習得に終始せず、確かな知識と病態理解に基づいた治療を

常に心がけることで、難症例や術中の急変にも対応可能になるものと考えます。このため、定期的に科内での症例検

討会や勉強会を行い、講演会、学会での発表、論文作成による自己研鑽を推奨しています。同時にこのような情報発

信のほか、近隣の先生方にご参加いただく小規模な講演会も開催し、顔の見える関係の中で当科の診療を『見える

化』し、円滑な病診連携の構築にも努めております。

硝子体注射は加齢黄斑変性、糖尿病黄斑浮腫、網膜静脈閉塞症、近視性脈絡膜新生血管、未熟児網膜症などに適応

があり、当科は全国有数の治療件数となっています。以前から多数の国内外臨床試験にも参加しており、現在も複数

のグローバル試験および国内臨床試験に参加するなど、最新知見のアップデートに努めております。

緑内障治療では従来からの点眼、手術療法に加えて2022年にマイクロパルス経強膜毛様体光凝固機器を導入し、

難治症例の他、点眼アドヒアランス不良例や点眼アレルギー症例に対しても治療を行い、良好な結果が得られてい

ます。

手術日は月～金の毎日で月・水・木は全身麻酔にも対応いたします。白内障手術は日帰り手術（日帰り入院手術）

も可能です。眼内炎、網膜剥難、手術合併症例などに対する臨時手術にも可能な限り遅滞なく対応いたしますが、外

来、手術室の状況によっては早急な対応が困難な場合がございますので、このような症例をご紹介くださる際には

事前にお電話（Dr to Dr患者紹介専用ダイヤル011-788-6570）でのご連絡を下さりますようお願いいたします。

今後も最新の知見と技術に基づいた確実な治療を行い、地域の医療機関から信頼される眼科を目指して一同精進

してまいりますので、引き続きご支援のほどよろしくお願いいたします。

市立札幌病院　眼科　木下　貴正

A B

図1　色素失調症に生じた難治性網膜剥離
A：術前眼底写真。黄斑円孔を合併した牽引性網膜剥離を認める。
B：術後、網膜は復位し、黄斑円孔は閉鎖した。

A

D E

B C

図2　大型黄斑円孔に対する自家網膜移植術
A：大型黄斑円孔に対して、B：網膜移植片を採取し、黄斑円孔内に移植した。
C：黄斑円孔は消失した。D：術前、Ｅ：術後光干渉断層写真

開放型病床のご利用について

　市立札幌病院では、地域の医療機関の皆さまに継続的に診療を行っていただくため、一般病棟に「開放型病
床」を５床運用しております。
　入院した患者さんを、かかりつけ医(登録医)と当院医師が共同して治療を行いますので、患者さんの入院前、
入院中から退院後まで一貫した継続治療を受けることができます。
　当院におきましては、近隣の眼科クリニックからの「開放型病床」ご利用実績もあります。

　ご利用にあたっては事前に登録医申請が必要になりますので、詳細につきましては下記までお問い合わせいた
だきますようお願いいたします。

市立札幌病院　地域連携センター　地域連携係　TEL：011-726-2211（代）
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市立札幌病院『すずらんネット』のご紹介
【はじめに】
　市立札幌病院地域医療情報ネットワークシステム『すずらんネット』は、患者さんの同意の下で参加施設が当院の
診療情報をネットワーク経由で参照可能となるシステムです。当院が有する患者情報を地域の医療機関と共有し、患
者さんへの継続的で良質な医療福祉サービスを提供することで、地域住民の健康福祉の増進に寄与することを目的と
して、2016年1月から開始しました。
　インターネットを介した診療情報の公開には、高いセキュリティの維持や個人情報の保護、同意手続き、利用規定
や運用ルールの策定等、様々な課題に対処する必要があります。『すずらんネット』は、システム構築を予め３段階に
分けて計画し、診療情報の公開範囲や連携機能の追加について、運用する中で直面する課題に対処しながら、将来的
な拡張性を担保したシステム導入を段階的に行ってきました。

【STEP 1】
　当初は、14施設に対して患者基本情報や
アレルギー情報、処方、注射、検査結果、
DICOM画像を公開することから始めました。
利用状況やユーザーのニーズ、運用を開始し
たことで判明した課題等について院内で検討
を重ね、次のステップを目指しました。

【STEP 2】
　2018年１月からは、診察記事や各種レポート、診療情報提供書、退院サマリ、
循環器動画、オーダ情報などを公開項目に追加しました。追加された項目のニー
ズは高く、医師記録はもちろん、看護記録やリハビリ記録、服薬指導記録などの
コメディカル記録も活用されています。レポートについても、透析記録、画像診
断レポート、病理検査レポートの他、前のページでご紹介している眼科のカルテ
システムから作成される眼科レポートなど、多くのレポート形式の情報を公開し、
参加施設にご利用いただいています。
　また、医療機関に加えて近隣の保険薬局にも公開対象を拡大しました。患者さ
んからの聞き取りや処方箋、お薬手帳のみでは情報が不足する場合も、『すずら
んネット』を活用することで、患者さんとのコミュニケーションや服薬指導に活用
されています。（＊『すずらんネット』を用いた薬薬連携に関しては、続く5ページ
にてご紹介しておりますのでぜひご覧ください。）

【STEP 3】
　2023年５月から、電子カルテシステムの更新に伴い『すずらんネット』は富士
通Human BridgeからSEC ID-Linkへとリニューアルしました。厚生労働省が発
行する「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン」に準拠したセキュリ
ティを担保しながら、以前よりもログイン作業が簡便となっています。Windows

のほか、MacやiPadに対応し、操作につきましても、
カレンダー形式の画面を基本として、各種アイコンから
対応する診療情報を直感的な操作で参照することがで
きます。
　『すずらんネット』は、国内でも診療情報の公開範囲
が広い部類のネットワークであり、電子カルテおよび各
部門システムと連携可能な診療情報の大半を参加施設
に参照していただくことができる体制を整えています。
　そして今回、STEP3の新機能として双方向連携によ
る情報共有を可能としたことで、ネットワーク参加施設
からの診療情報のアップロードや、当院と同じように
ID-Linkを利用してネットワークを構築している情報開
示施設との連携も可能となりました。さらに、DICOM画像のダウンロード機能により、『すずらんネット』上での画
像参照に加えて、任意の画像をダウンロードして参照施設側のサーバーに取り込み、自院のビューアで参照できるよう
になりました。これらの追加された機能につきましては、参加施設のニーズを考慮しながら効果的な活用方法を検討し
ていきます。

【最後に】
　国が進める医療DXでは、「全国医療情報プラットフォーム」の創設や電子カルテ情報の標準化により、医療機関等
同士のデータ交換・共有の円滑化に向けて検討されています。この構想に関しましては、実現までの期間やコストの
問題などを含め、現時点では不明瞭な点が多々ありますが、いずれにしてもICTを活用した診療情報の共有化はこれ
から一段と進むことが想定されます。
　『すずらんネット』におきましても、これまでは “市立札幌病院が情報開示病院となり参加施設に対して診療情報を
提供するサービス” として、当院を中心としたクローズドな運用を行なってきましたが、双方向連携が可能となったこ
とで、他のネットワークとの連携も視野に入れて検討を始めています。
　今後は、中長期的な視点では国の政策を鑑みつつも、当面は『すずらんネット』を活用されているユーザーの皆様
の声を大切にしながら、札幌市内を中心に日々の診療に貢献できるシステムと運用を目指し、地域完結型医療を推進
するための一助となるよう、努力してまいります。

『すずらんネット』は新規の参加お申し込みを受け付けております。

〇この記事を読んで『すずらんネット』や地域医療情報ネットワークに興味を持った方
〇市立札幌病院に紹介した患者の転帰をすぐに知りたい方
〇共同利用で依頼した検査の画像とレポートをすぐに見たい方
などなど、この機会にICTの流れに乗ってみませんか？？

お問い合わせ
すずらんネット事務局（地域連携係）
TEL：011-726-2211　FAX：011-726-9583
E-mail：c_chiren@city.sapporo.jp

病院ホームページはこちら⇨
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受付

診療室

市立札幌病院　薬剤部　宍戸　桃子

「すずらんネット」を利用した薬薬連携の取り組み
─第60回全国自治体病院学会発表 優秀演題受賞─

2022年11月に沖縄で開催されました第60回全国自治体病院学会にて、「薬薬連携深化にICTを使う-市立札幌病院と
近隣8薬局のがん化学療法における薬薬連携の取り組み-」という演題で発表し、薬剤分科会推薦最優秀演題に選出いた
だきました。その内容について紹介します。
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市立札幌病院薬剤部  保険薬局 → 薬剤部 → 処方医 
FAX： 011-726-7919

トレーシングレポート（がん化学療法情報提供書）

処方年月日 年 月 日 処方医 科       先生 

患者名：  

患者 ID わかる場合︓ 

生年月日：  性別 ☐男  ☐女

保険薬局 名称・所在地 

TEL︓ 

FAX︓ 

担当薬剤師︓  

すずらんネット同意取得︓ ☐済 ☐未
すずらんネット︓市立札幌病院との連携医療機関が患者同意を得てカルテ内容等 

診療情報をインターネット回線で参照し診療に活用するシステム

情報を提供することの

患者の同意 

☐ 得た

☐ 得ていない

☐報告を拒否しているが治療上重要なため報告

聴取した相手 ☐患者本人  ☐家族（ ） ☐その他（ ） 

注意 この FAXによる情報伝達は疑義照会ではありません。緊急性のある報告内容や疑義照会は従来通りの対応でご連絡ください。 
Ver2.50（2022年 8月 18日） 

分類 

☐ 副作用に関する情報提供 ☐ 臨床検査値に関する情報提供

☐ 処方薬剤の服薬状況（抗がん剤の適正使用含む） ☐ 併用薬に関する情報提供

☐ 残薬調整に関する情報提供（抗がん剤・支持療法の薬剤に限る）

☐ 処方内容に関連した提案 ☐ その他（ ） 
副作用の発現状況（「有」「無」にチェックし、副作用グレードの数値を記入）※Grade3の場合は外来への電話連絡を促して下さい 

項目 有 無 Grade 項目 有 無 Grade 項目 有 無 Grade 

疲労 ☐ ☐ 下痢 ☐ ☐ 掻痒症 ☐ ☐ 
体重減少 ☐ ☐ 口内炎 ☐ ☐ 皮膚乾燥 ☐ ☐ 
食欲不振 ☐ ☐ 味覚変化 ☐ ☐ アレルギー反応 ☐ ☐ 
悪心 ☐ ☐ 高血圧 ☐ ☐ 注入に伴う反応 ☐ ☐ 
嘔吐 ☐ ☐ 脱毛 ☐ ☐ 浮腫︓四肢 ☐ ☐ 
神経障害︓感覚性 ☐ ☐ 爪の変化 ☐ ☐ 鼻出血 ☐ ☐ 
疼痛 ☐ ☐ ざ瘡 ☐ ☐ ☐ ☐ 
便秘 ☐ ☐ 皮疹 ☐ ☐ ☐ ☐ 

情報提供・提案内容 

病院薬剤師記入欄 

☐ 報告内容を電子カルテに取り込みました ☐ この内容は疑義照会でお願いします

担当薬剤師 

【はじめに】
外来で抗がん薬治療を受ける患者さんの多くは、病院で
処方された薬を保険薬局で受け取っています。外来がん化
学療法を安全に行うために、病院と保険薬局の間で情報共
有を行うことが重要です。
市立札幌病院と近隣薬局では、地域医療ICTネットワー

ク「すずらんネット」を活用した薬薬連携を行っています。が
ん化学療法においては2020年6月より連携強化の取り組み
を開始しました。

【すずらんネットの活用】
「すずらんネット」により『医師記録』『病院薬剤師の服薬
指導』等のカルテ情報を閲覧することができます。がん化学
療法施行患者に対する
病院薬剤師による服薬
指導記録は、指導内容
の他、保険薬局へ確認
して欲しい要点も記載
し、患者モニタリングに
活かしてもらうようにし
ています。保険薬局では
投薬後電話服薬サポー
ト等で患者の状況を確
認し、得られた情報をト
レーシングレポート（服
薬情報提供書）で病院
へフィードバックしま
す。

【すずらんネットの利用状況】
2022年1月1日から8月31日において連携医療機関によ

る「すずらんネット」利用状況を調査しました。カルテ参照件
数は、職種別で『保険薬局薬剤師』が最多でした。また、保険
薬局薬剤師による閲覧項目は『医師記録』が最多でした。保
険薬局において、処方箋記載内容や処方箋に付記されてい
る検査値の情報だけでは十分な治療内容の把握は難しく、
処方箋からは読み取れない医師の診断、治療方針や処方意
図の理解に利用されていると考えられます。

【薬薬連携】
人的資源不足から、病院薬剤師による外来患者へのモニ

タリングには限界があります。「すずらんネット」を活用した
診療情報の共有により、病院と保険薬局の双方で患者モニ
タリングの補完を行い「タスクシェア」としての薬薬連携が
可能となっています。加えて、この仕組みを最大限活用する
べく当院薬剤部と近隣保険薬局間では連携会議を月に一度
開催し、情報交換や病院薬剤師による抗がん薬レジメン解
説などを継続的に実施しています。また、双方の薬剤師が参
加して医師による症例解説等の勉強会を開催し、スキル
アップを図るとともに「顔」の見える関係性の構築にも努め
ています。

今後も近隣保険薬局との「連携深化」を目的として「すず
らんネット」を活用したがん薬物療法における薬薬連携を
行っていきたいと考えています。

●交通案内

●診療時間

※受付終了時間 ： AM 11：30／PM 17：30
※休診日 ： 月曜、 日曜、 祝日

住所 ： 〒060-0011 札幌市中央区北11条西14丁目1-1 ほくやく桑園ビル 2F
TEL ： 011-788-8005
ホームページ ： https://roumemosap.jp

●駐車場のご案内
駐車場は敷地内にあり。満車の場合は桑園駅近辺の駐車場をご利用ください。

●公共機関
JR函館本線「桑園駅」下車徒歩約1分
札幌市営地下鉄東西線「西11丁目駅」下車徒歩約22分

中野  正剛  院長先生

当院は2022年11月1日、市立札幌病院の向かい側にあります、ほくやく桑園ビル２階
に開院いたしました。診療科目は老年内科、老年精神科、内科となっております。
院長の中野正剛は日本老年医学会専門医、日本認知症学会専門医、日本老年精神医学
会専門医、日本内科学会認定内科医であり、認知症診療を専門としております。
市立札幌病院の向かい側に位置することから、市民の皆さんにわかりやすい「市立病
院前」を名称の最初に使わせていただき、認知症を標榜する診療科が存在しないため院
長の専門分野である、『老年内科』と東京などでは一般的となりつつある、もの忘れ外来
を意味する『メモリークリニック』をクリニックの名称といたしました。
診療内容ですが、認知症の診断と
治療を行う『もの忘れ外来』を中心

に、高齢者は一人で複数の疾患を併せ持つ特性があることから、
高血圧症や脂質異常症などの慢性疾患をあわせて診療する『老
年内科』、近隣でご勤務されている方や地域居住の青壮年層を対
象とした「内科診療」を行っております。
『もの忘れ外来』につきましては、毎日新患を受け付けており
ます。院長による診察と心理士による詳細な心理検査を院内で
行っています。また、認知症診療には欠かせない画像診断は市立
札幌病院へ依頼させていただき、高精度の診断を実践していま
す。正しい診断に基づき、患者さんやご家族からお話をお聞きし
ながら適切な治療を行うよう、心がけています。
認知症はいったん発症すると治らないからと言って早期に受
診されない方がまだまだ多くいらっしゃる現状ですが、早期に
診断し治療や介護へ繋げることでより良い生活を送ることがで
きます。少しでも気になる症状がありましたら是非ご相談くだ
さい。

診療受付時間 月 火 水 木 金 土 日

  9：00～12：00 ─ ● ● ● ● ● ─

14：00～18：00 ─ ● ● ● ● ● ─

老年内科メモリークリニック
市立病院前連携医療機関のご紹介

市立札幌病院

JR桑園駅

イオン札幌
桑園店

●石井スポーツ

〒郵便局

北海道大学

●北のたまゆら
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がん化学療法に対応した当院の
トレーシングレポート様式



受付

診療室

市立札幌病院　薬剤部　宍戸　桃子

「すずらんネット」を利用した薬薬連携の取り組み
─第60回全国自治体病院学会発表 優秀演題受賞─

2022年11月に沖縄で開催されました第60回全国自治体病院学会にて、「薬薬連携深化にICTを使う-市立札幌病院と
近隣8薬局のがん化学療法における薬薬連携の取り組み-」という演題で発表し、薬剤分科会推薦最優秀演題に選出いた
だきました。その内容について紹介します。
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市立札幌病院薬剤部  保険薬局 → 薬剤部 → 処方医 
FAX： 011-726-7919

トレーシングレポート（がん化学療法情報提供書）

処方年月日 年 月 日 処方医 科       先生 

患者名：  

患者 ID わかる場合︓ 

生年月日：  性別 ☐男  ☐女

保険薬局 名称・所在地 

TEL︓ 

FAX︓ 

担当薬剤師︓  

すずらんネット同意取得︓ ☐済 ☐未
すずらんネット︓市立札幌病院との連携医療機関が患者同意を得てカルテ内容等 

診療情報をインターネット回線で参照し診療に活用するシステム

情報を提供することの

患者の同意 

☐ 得た

☐ 得ていない

☐報告を拒否しているが治療上重要なため報告

聴取した相手 ☐患者本人  ☐家族（ ） ☐その他（ ） 

注意 この FAXによる情報伝達は疑義照会ではありません。緊急性のある報告内容や疑義照会は従来通りの対応でご連絡ください。 
Ver2.50（2022年 8月 18日） 

分類 

☐ 副作用に関する情報提供 ☐ 臨床検査値に関する情報提供

☐ 処方薬剤の服薬状況（抗がん剤の適正使用含む） ☐ 併用薬に関する情報提供

☐ 残薬調整に関する情報提供（抗がん剤・支持療法の薬剤に限る）

☐ 処方内容に関連した提案 ☐ その他（ ） 
副作用の発現状況（「有」「無」にチェックし、副作用グレードの数値を記入）※Grade3の場合は外来への電話連絡を促して下さい 

項目 有 無 Grade 項目 有 無 Grade 項目 有 無 Grade 

疲労 ☐ ☐ 下痢 ☐ ☐ 掻痒症 ☐ ☐ 
体重減少 ☐ ☐ 口内炎 ☐ ☐ 皮膚乾燥 ☐ ☐ 
食欲不振 ☐ ☐ 味覚変化 ☐ ☐ アレルギー反応 ☐ ☐ 
悪心 ☐ ☐ 高血圧 ☐ ☐ 注入に伴う反応 ☐ ☐ 
嘔吐 ☐ ☐ 脱毛 ☐ ☐ 浮腫︓四肢 ☐ ☐ 
神経障害︓感覚性 ☐ ☐ 爪の変化 ☐ ☐ 鼻出血 ☐ ☐ 
疼痛 ☐ ☐ ざ瘡 ☐ ☐ ☐ ☐ 
便秘 ☐ ☐ 皮疹 ☐ ☐ ☐ ☐ 

情報提供・提案内容 

病院薬剤師記入欄 

☐ 報告内容を電子カルテに取り込みました ☐ この内容は疑義照会でお願いします

担当薬剤師 

【はじめに】
外来で抗がん薬治療を受ける患者さんの多くは、病院で
処方された薬を保険薬局で受け取っています。外来がん化
学療法を安全に行うために、病院と保険薬局の間で情報共
有を行うことが重要です。
市立札幌病院と近隣薬局では、地域医療ICTネットワー

ク「すずらんネット」を活用した薬薬連携を行っています。が
ん化学療法においては2020年6月より連携強化の取り組み
を開始しました。

【すずらんネットの活用】
「すずらんネット」により『医師記録』『病院薬剤師の服薬
指導』等のカルテ情報を閲覧することができます。がん化学
療法施行患者に対する
病院薬剤師による服薬
指導記録は、指導内容
の他、保険薬局へ確認
して欲しい要点も記載
し、患者モニタリングに
活かしてもらうようにし
ています。保険薬局では
投薬後電話服薬サポー
ト等で患者の状況を確
認し、得られた情報をト
レーシングレポート（服
薬情報提供書）で病院
へフィードバックしま
す。

【すずらんネットの利用状況】
2022年1月1日から8月31日において連携医療機関によ

る「すずらんネット」利用状況を調査しました。カルテ参照件
数は、職種別で『保険薬局薬剤師』が最多でした。また、保険
薬局薬剤師による閲覧項目は『医師記録』が最多でした。保
険薬局において、処方箋記載内容や処方箋に付記されてい
る検査値の情報だけでは十分な治療内容の把握は難しく、
処方箋からは読み取れない医師の診断、治療方針や処方意
図の理解に利用されていると考えられます。

【薬薬連携】
人的資源不足から、病院薬剤師による外来患者へのモニ

タリングには限界があります。「すずらんネット」を活用した
診療情報の共有により、病院と保険薬局の双方で患者モニ
タリングの補完を行い「タスクシェア」としての薬薬連携が
可能となっています。加えて、この仕組みを最大限活用する
べく当院薬剤部と近隣保険薬局間では連携会議を月に一度
開催し、情報交換や病院薬剤師による抗がん薬レジメン解
説などを継続的に実施しています。また、双方の薬剤師が参
加して医師による症例解説等の勉強会を開催し、スキル
アップを図るとともに「顔」の見える関係性の構築にも努め
ています。

今後も近隣保険薬局との「連携深化」を目的として「すず
らんネット」を活用したがん薬物療法における薬薬連携を
行っていきたいと考えています。

●交通案内

●診療時間

※受付終了時間 ： AM 11：30／PM 17：30
※休診日 ： 月曜、 日曜、 祝日

住所 ： 〒060-0011 札幌市中央区北11条西14丁目1-1 ほくやく桑園ビル 2F
TEL ： 011-788-8005
ホームページ ： https://roumemosap.jp

●駐車場のご案内
駐車場は敷地内にあり。満車の場合は桑園駅近辺の駐車場をご利用ください。

●公共機関
JR函館本線「桑園駅」下車徒歩約1分
札幌市営地下鉄東西線「西11丁目駅」下車徒歩約22分

中野  正剛  院長先生

当院は2022年11月1日、市立札幌病院の向かい側にあります、ほくやく桑園ビル２階
に開院いたしました。診療科目は老年内科、老年精神科、内科となっております。
院長の中野正剛は日本老年医学会専門医、日本認知症学会専門医、日本老年精神医学
会専門医、日本内科学会認定内科医であり、認知症診療を専門としております。
市立札幌病院の向かい側に位置することから、市民の皆さんにわかりやすい「市立病
院前」を名称の最初に使わせていただき、認知症を標榜する診療科が存在しないため院
長の専門分野である、『老年内科』と東京などでは一般的となりつつある、もの忘れ外来
を意味する『メモリークリニック』をクリニックの名称といたしました。
診療内容ですが、認知症の診断と
治療を行う『もの忘れ外来』を中心

に、高齢者は一人で複数の疾患を併せ持つ特性があることから、
高血圧症や脂質異常症などの慢性疾患をあわせて診療する『老
年内科』、近隣でご勤務されている方や地域居住の青壮年層を対
象とした「内科診療」を行っております。
『もの忘れ外来』につきましては、毎日新患を受け付けており
ます。院長による診察と心理士による詳細な心理検査を院内で
行っています。また、認知症診療には欠かせない画像診断は市立
札幌病院へ依頼させていただき、高精度の診断を実践していま
す。正しい診断に基づき、患者さんやご家族からお話をお聞きし
ながら適切な治療を行うよう、心がけています。
認知症はいったん発症すると治らないからと言って早期に受
診されない方がまだまだ多くいらっしゃる現状ですが、早期に
診断し治療や介護へ繋げることでより良い生活を送ることがで
きます。少しでも気になる症状がありましたら是非ご相談くだ
さい。

診療受付時間 月 火 水 木 金 土 日

  9：00～12：00 ─ ● ● ● ● ● ─

14：00～18：00 ─ ● ● ● ● ● ─

老年内科メモリークリニック
市立病院前連携医療機関のご紹介

市立札幌病院

JR桑園駅

イオン札幌
桑園店

●石井スポーツ

〒郵便局

北海道大学

●北のたまゆら

I N F O R M A T I O N

06KAZAGURUMA

T O P I C S

05 KAZAGURUMA

がん化学療法に対応した当院の
トレーシングレポート様式



眼科スタッフ

　当院は「がん診療連携拠点病院」として「がん相談支援センター」を設置し、相談員（看護師、医療ソーシャルワー
カー）が、がんの治療や療養生活全般に関する不安や悩みについて対面や電話でご相談に対応しております。
　当院に通院・入院中の患者さんやご家族の方はもちろん、他院に通院されている方など、どなたでも「がん相談
支援センター」をご利用いただけますので、お困りの方がおりましたらお気軽にご連絡ください。

　がんの病気には様々な不安や心配がつきまといます。そんな患
者さんやご家族のお話しにじっくり耳を傾け、一人一人に合った
解決方法を共に考え探します。

◆ご相談は無料です。
◆予約制ではありませんが、時間帯によってはお待ちいただくこ
とがありますので、可能な方は事前にご連絡ください。

「やさしさサロン　かたろーね」について
　当院では、がん患者さんとご家族の方へのサポートを目的としたがん
サロン「やさしさサロン　かたろーね」を開催しております。
　患者さん、ご家族の方が集まり、悩みや不安などの気持ちを語り合う
場です。病気や治療、生活についてのミニ講座やリラックスを目的とし
たイベントなども開催しています。
　次回は、2023年11月16日・2024年1月18日を予定しております。

Information
44

さ
っ
ぽ
ろ
市

01-Ｎ
05-23-800
R5-1-71

編
集
・
発
行
／
2023年

10月
発
行
　
市
立
札
幌
病
院
 地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会（
事
務
局
：
札
幌
市
病
院
局
 地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
）

〒
060 -8604　

札
幌
市
中
央
区
北
11条

西
13丁

目
　
電
話
代
表
：（
011）726 -2211　

FA
X：（
011）726 -9583

市立札幌病院ホームページもご利用ください

市立札幌病院 地域連携センター 広報誌

眼科のご紹介CLOSE UP

すべての患者さんに対して　その人格・信条を尊重し
つねに“やさしさ”をもって診療に専心する

❶ 市民の命を守るため、他の医療機関からの受け入れ要請を断らない医療を実現します。
❷ 地域の医療機関と緊密な連携体制を構築します。
❸ 医療を担う人材を育成するとともに、先進医療に貢献します。
❹ 医療の質を常に向上させます。
❺ 患者サービスを充実させ、より快適な療養環境を実現します。
❻ 業務の効率化を徹底し、健全な財政基盤を確保します。

● 基 本 理 念 ● 役割を実現するための６つの基本目標

市立
札幌病院 ● 役 割

がん相談支援センターをご利用ください 44号
連携の風

❶ 高度急性期病院として地域の医療機関を支える。
❷ 地域医療支援病院として地域の医療機関を支える。
❸ 北海道・札幌市の将来の医療を担う人材を育成する。
❹ 良質で安心できる医療・サービスを安定的に提供する。

編集後記  ～自主性を育むということ～

令和5年10月発行

● 「すずらんネット」を利用した薬薬連携の取り組み
　 　─第60回全国自治体病院学会発表 優秀演題受賞─

● 連携医療機関のご紹介 『市立病院前老年内科メモリークリニック』
● がん相談支援センターをご利用ください

TOPICS

● 眼科のご紹介
● 市立札幌病院『すずらんネット』のご紹介

CLOSE UP

INFORMATION

T E L ： 011-726-8101（直通）
受付時間 ： 月曜日～金曜日（土日祝日・年末年始を除く）
  9時00分～12時00分、13時00分～17時00分

市立札幌病院　がん相談支援センター

我が家には小3の長女がおりますが、この4月から長女の小学校では「宿題」がなくなり、その代わりに「自主学習」なるものが始
まりました。小学校からは「子どもがより主体的に学ぶ姿勢を育むためのもの」との説明でしたが、あくまで子どもたちが「自主的」
に自分で学びたいことを考えて自分のペースで学習する、ということのようでした。日本で生まれ育った昭和生まれの私にとって
は、“子どもにとってなんてハードルの高いことをいきなりするのか”と思ったのですが、意外にも長女は「好きなこと勉強していい
んでしょ？先生に言われたこと嫌々するよりよくない？」とクールに一言。なので、あえて手伝わずにどうするのか様子見していた
のですが、世界中の国旗をカラフルに書きこんだり、まだ習っていない地図記号を自分で調べて書いたり、テストで間違えた問題を
改めて自主学習として書いたり、と毎日自由に楽しそうに学習しています。私こそ「自主性」を育んで物事をいろんな角度から柔軟
に考えられるようにしたいと、小3の長女から学んでいます。（山本記）


